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社会の高齢化がいわれて久しい。2012年度の総務省統計によれば、総人口に占める65歳以上人
口の割合（高齢化率）は24.1％に達し、今後も上昇が予想される。それにともない、社会保障給付費
は29.6％に上昇し、そのうち高齢者関係給付費は68.1％に達する。高齢化は世界中で進行している
が、なかでも日本は突出しているといわれる。	  
こうした状況の中で、「若者」論もかつてとは様変わりしているかに見える。若年層を社会的弱者、高
齢層を既得権益受益者とする対立構造として捉える乱暴な議論もある。また、実際、社会意識や価
値観において、若年層と高齢層の間に大きな断絶も観察される。しかし、当然のことながら、社会は
すべての年齢層によって構成される。	  
311後社会において、年齢層を超えてベターな社会を構想することが、喫緊の課題といえよう。	  


